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　12月19日に総合文化会館で、市内小学校６年生
全員が一堂に会して防災学習の実践発表や意見交
流などを行う「子ども防災サミット」を開催しま
した。
　サミットには、ＪＩＣＡ（国際協力機構）の草
の根技術協力プロジェクトの一環として、当市が
防災教育プログラムの開発・実践を支援している
ベトナム・フエ市から、同市公安局のチュオン・
ディン・ドゥック副局長をはじめ、現地で防災学
習を実践している子どもたち６人を含む研修団11
人が出席しました。はじめに市内代表校の徳田小

学校と神拝小学校の子どもたちが実践発表を行い
ました。その後、フエ市のチュー・バン・アン中
学校とファン・サオ・ナム中学校の子どもたちも
現地で取り組んだ防災学習の成果を元気よく発表
しました。
　チュー・バン・アン中学校の子どもたちは、地
震と津波の被害や対策を発表。ファン・サオ・ナ
ム中学校の子どもたちは、タウンウォッチングを
通じて発見した、自分たちが住んでいるまちの危
険な場所や安全な場所、子どもたちが考えた防災
対策を発表しました。

　フエ市の子どもたちは、発表に続いて行われた
意見交流にも参加し、「地震や津波は、いつ起き
るかわからない。自分の命を守り、周りの人の命
を助けたいと思い、いろいろ調べた」と語りまし
た。また、今回のサミットには東日本大震災被災

地の福島県相馬市から、同市地域防災対策室の宮
崎富由室長も出席されました。
　サミットの締め括りに「各家庭で、各個人で備
蓄をしておくことが必要。避難経路も一つだけで
なく、複数考えておいてほしい」との講評を述べ
られました。

　滞在中、研修団の皆さんは市役所を表敬訪問し
たほか、消防団詰所や造船工場などを見学し、熱
心に研修に取り組まれました。子どもたちはホー
ムステイを通じて、日本の生活文化にじかに触れ
ました。特に、生まれて初めて「雪」を見たこと
は、いつまでも思い出に残る経験となったようで
した。さらに、西条小学校も訪問して児童の皆さ
んと給食を一緒に食べたり、しめ縄作りを体験し
たりして、言葉の壁を越えた交流を深めました。

　フエ市、相馬市、西条市が「防災の輪」でつな
がり、絆を強めた今回のサミット。
　日本ベトナム
外交関係樹立40
周年の「日越友
好年」にふさわ
しい、大変有意
義なものとなり
ました。
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